


腰壁くん（木粉入樹脂成形品） I 

■ 施工手順（石膏ボー ド下地の場合）

1．墨出し（クロスカット位置の墨出し）
クロスカット墨は、腰壁モ ールの上端か
ら5ミリ下の位置を基準としてください。

2.クロスの除去

3.巾木の取付
巾木はボンドとテ ー プを交互に使い、 壁
と隙間があかない様（隠し釘等使用）に取
付けてください。巾木ガイドの場合は釘

(100~ 150ピッチ）で取付けて下さい。

4．腰壁パネル（コ ーナー材）の使用勝手の決定
コ ーナ ー材には長辺と短辺があります。
壁の長さを測定した際、 巾の狭いカッ
卜材が出ない様に長辺と短辺を決めて

ください。

5．腰壁バネル（コ ーナー材）の取付
腰壁パネル（コ ーナ ー材）の裏面に両面
テ ー プ（部分的に貼る）と接着剤（上か
ら下まで縦に塗る）で壁面に取付けてく
ださい。

6．腰壁バネル（平物）の取付
平パネルの取付はパネルの裏面中央 付
近にボンドを上から下まで塗布してく
ださい。両サイドにはテ ー プを上から
下ま で縦に貼つてください。
a.目地付の面を利用する場合

3ミリの目地巾になっていますの
で、 取付けた腰壁パネルにそのまま

相ジャクリ部分を突きつけてくださ
い。3ミリの目地巾が確保できます。

b.目地なしの面を利用する場合
眠り目地（目地巾＝0)とすること
ができます。この場合も、腰壁パネ
ルの相ジャクリの部分をそのまま突
きつけてください。

7．腰壁モール（本体）の取付
腰壁モ ールを取付ける場合は、裏面中
央にテ ー プを貼り(H = 45の場合は部
分的にテ ー プ 貼り）、上下端に接着剤を
塗ってください。上部に壁との隙間が
ある場合は、隠し釘等で隙間が生じな
い様にし てください。

クロスの除去

巾木ガイド取付

腰バネル（コ ーナー材）の取付

腰壁バネル（本体）の取付

腰壁モールの取付

■ こ注意
●日常のお手入れは薄めた中性洗剤またはカラ拭きで行ってください。
●手摺を付ける場合は強度上の問題もありますので別途施工要領書をこ覧ください。
●壁面パネルの目地部分は薄くなっていますのでお取り扱いには十分にこ注意下さい。

■取付図（例）

腰壁

バネル上端
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■手摺（オプション）
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巾木のH =45の場合を示す。

■腰壁パネル（コーナー材）
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■壁化粧モ ール

●(）内はH=45タイプ
●H=lOOには化粧板を取

付けることが出来ます。
H=45 H=lOO 

［ 

■巾木

●(）内はH=60タイプ
H=45 H=60
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（フロ ー リング用）

■腰壁バネル（両面使用可能）
高さは120cmまで対応可能です
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